
 

 

 

  

脳卒中は、脳の血管が詰まったり、破れたりして、脳の組織が傷つけられる病気です。 

高齢者に発症する病気と思われがちですが、実は 30 代～40 代でも発症することがあ

り、働く世代の方も注意が必要です。 

脳卒中は、日本人の死亡原因の第 4 位で、命は助かっても手足の麻痺や言語障害などの

後遺症が残ることもあるので、発症予防と早期対応が重要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成：栃木県国民健康保険団体連合会（令和８年１０月） 

 

１ 手始めに高血圧から治しましょう 

 

２ 糖尿病放っておいたら悔い残る 

 

３ 不整脈見つかり次第すぐ受診 

                     

４ 予防にはたばこを止める意思を持て 

 

５ 飲むならばなるべく少なくアルコール 

 

６ 高すぎるコレステロールも見逃すな 

 

７ お食事の塩分・脂肪控えめに 

 

８ 体力に合った運動続けよう 

 

９ 万病の引き金になる太りすぎ 

 

10 脳卒中起きたらすぐに病院へ 

脳卒中予防十か条（日本脳卒中協会） 

働く世代もご用心！脳卒中予防 

・健康診断は、自分の健康状態を把握し、生活習慣を見直すきっかけになります。 

・また、健康診断の結果、高血圧、糖尿病など生活習慣病の疑いがあり医療機関の受診

を勧められた方は必ず受診しましょう。 

定期的に健康診断を受けましょう！ 

 

●「顔」・「腕」・「言葉」をチェックし

て、ひとつでも当てはまる時は脳卒中

の疑いがあります。すぐに救急車を

呼びましょう！ 

 

顔 ・顔の片方だけが垂れ下がって 

いるようにみえる 

 

腕 ・両腕を水平にしようとした 

とき、片方の腕が落ちてくる 

 

言葉・ろれつが回らない 

 

早期対応 


